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１ 背景と目的 

 

１）背景 

（１）はじめに 

人口減少や高齢化の進行に伴う税収の減少、社会保障費の増加などにより厳しい財政状

況が続く中、公共施設等を取り巻く環境や公共施設に求められるニーズは大きく変化して

います。鳥取県が保有する公共施設及び土木インフラは高度経済成長期を中心に多数整備

されており、今後、それらの老朽化に伴い維持管理費用の増加が懸念されます。 

こうした課題を解決するため、鳥取県では「鳥取県公共施設等総合管理計画（案）平成

28年3月（令和4年3月一部改正） 鳥取県」や「鳥取県インフラ長寿命化計画（行動計画）-

社会経済活動の維持と発展を支える社会基盤の戦略的な長寿命化対策- 令和3年3月 鳥取

県」を策定し、適切な維持管理による機能確保と施設の長寿命化実現に努めています。 

 

（２）南部町におけるトンネル維持管理の課題 

南部町で管理するトンネルは、町道広域農道線に位置する新宮トンネルのみです。 

南部町ではこれまで、Ⅲ判定の変状や附属物（坑内照明）の取り付け状態の異常箇所に

ついて、計画的な維持管理を続けてきました。しかし、本トンネルは供用から30年が経過

していることから、今後も経年劣化による変状の発生が懸念されます。 

 

 

２）目的 

 上記の背景を鑑みて、南部町では新宮トンネルの安全性・信頼性を持続して保持できる

よう、引き続き『予防保全』によって第三者被害の早期解消（社会的リスクの軽減）を図

る目的で、5年間の「南部町道路トンネル長寿命化修繕計画」を策定することとしました  
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２ 対象トンネル概要 

 

１）トンネル諸元 

 南部町で管理する新宮トンネルの諸元を以下に示します。 

 

 

 

 

■トンネル諸元

1994年

■トンネル位置図

■坑口写真

（引用資料）国土地理院　電子地形図（タイル）

電子国土Web：https://maps.gsi.go.jp/

起点側坑口 終点側坑口

トンネル延長 　323.0m 完成年次 （経過年数30年)

路線名 町道　広域農道線 建設工法 NATM 

トンネル名 新宮トンネル 車道幅員 6.5m

新宮トンネル

L=323.0ｍ
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２）新宮トンネルの施工方法と変状の特徴 

 

（１）工法概要 

 新宮トンネルは『ＮＡＴＭ』(New Austrian Tunneling Methodの略)という施工方法によ

って作られたトンネルです。 

 

 ◆ＮＡＴＭ：地山の緩みに対して支保工（吹付コンクリート、ロックボルト）と地山を

一体化することで形状を保持します 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1 ＮＡＴＭの工法概念図 

 

（２）発生しやすい変状 

一般的に覆工コンクリート打設時の継ぎ目が弱部となりやすい傾向にあります。 

トンネルは移動式鋼製型枠（セントル）を用いてコンクリートを打設しますが、工事期

間の関係から、まだ強度が完全に発現していない状態で、次の区間のコンクリートを打設

します。その際、若齢材のコンクリートに対して、過度なジャッキの押し当て等による力

が加わることでひび割れが発生します。このひび割れが経年劣化等により進行すると、覆

工コンクリートがブロック化し、車道上に落下することで利用者被害に繋がる懸念があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2 覆工打設時におけるひび割れ発生モデル 
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３ 管理基本方針 

 

１）点検の種類 

南部町では『トンネル定期点検』を実施し、道路トンネルの健全性を詳細に把握するこ

ととしています。 

 

 

◎トンネル定期点検（法定点検） 

 ・「トンネル定期点検要領」に基づき点検を実施します。 

 

 ・高所作業車を使用した近接目視や、ハンマーによる打音・触診などにより変状・異常

状態の確認を行います。 

 

・トンネル本体工および、附属物の取付に対して、5年に1回の点検を基本とします。 

 

 ・利用者被害の可能性のある変状を確認した場合は、点検作業の範囲内でできる応急措

置を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真3.1 定期点検状況 
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２）トンネル定期点検での点検箇所・着目箇所 

トンネル定期点検では『トンネル本体工』および『トンネル内附属物の取付状態』の確

認を行います。新宮トンネルの点検箇所・着目点は『道路トンネル定期点検要領』より、

以下の通りとします。 

 

（１）トンネル本体工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.1 トンネル本体工点検箇所 

出典）道路トンネル定期点検要領 H31.4 鳥取県県土整備部 道路企画課 P17 

 

赤枠は新宮トンネルに

おける該当箇所です。 
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表3.1 トンネル本体工着目箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領 H31.4 鳥取県県土整備部 道路企画課 P21 
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（２）トンネル内附属物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.2 トンネル内附属物点検箇所 

 

 

表3.2 トンネル内附属物着目箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領 H31.4 鳥取県県土整備部 道路企画課 P54 

 

赤枠が新宮トンネルに設

置されている設備です 
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３）健全性の診断 

トンネル本体工の変状は、下表の判定区分に従って分類します。 

 

表3.3 対策区分の判定（本体工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領 H31.4 鳥取県県土整備部 道路企画課 P4 

 

対策区分の判定を基に、トンネルの変状・異常が利用者に及ぼす影響を詳細に把握し、

適切な措置を計画するために、健全性の診断を行います。 

 

 

また、トンネル内附属物の異常は下表の判定区分に分類を行います。 

 

表3.4 対策区分の判定（附属物） 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領 H31.4 鳥取県県土整備部 道路企画課 P13 
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４ 点検結果 

 

１）点検結果総括 

新宮トンネルの主たる変状はうき、はく離などの材質劣化です。変状は横断目地やひ

び割れ沿いに多く、特に目地部では複数のうきやはく離を確認しました。 

 

また、附属物については錆が著しく、孔食を生じている附属物を 12 箇所確認してお

り、当該箇所については取付状態に影響があると判断し「×判定」としています。 

 

本トンネルの変状箇所別の対策区分判定を下表に示します。 

 

表 4.1 点検結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

次ページ以降に本トンネルの変状状況を示します。 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ

0 箇所 0 箇所 2 箇所漏水

323

外力 0 スパン 0 スパン 0 スパン

12箇所材質劣化 0 箇所 2 箇所 141 箇所

トンネル名 延長(ｍ) 変状区分
本体工　判定区分 附属物

（×）

新宮トンネル
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２）主要変状一覧 

 

（１）目地部のうき 

横断目地部沿いにうきやはく離が複数確認されました。うきは打音異常（異音）を伴い、

表面上ひび割れが閉合しかけており、はく落が懸念される変状も確認されました。 

当該変状は点検時に点検ハンマーによる叩き落としを実施しました。不安定箇所が残存

した変状について、早急な対策が必要と判断し「Ⅲ判定」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1 目地部のうき 左： S016（Ⅲ判定） 右： S026（Ⅲ判定） 

 

 

なお、定期点検の結果よりⅢ判定の変状は、全て令和 6 年に補修済みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.2  補修状況写真 
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（２）その他のうき 

その他の類似変状としては、ひび割れが無く打音異常のみのうき、反対にひび割れはあ

るが打音異常が無いうき等が確認されています。 

当該箇所は利用者被害の懸念は低いですが、経年劣化による変状の進行を確認するため、

継続した監視が必要と判断し「Ⅱ判定」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.3  左：打音異常のみ S026、右：打音異常なし S021（いずれもⅡ判定） 

 

 

（３）灯具の腐食 

本トンネルの附属物は供用から 30 年が経過しています。全体的に錆びが目立ち、筐体

に孔食を生じているトンネル照明を 12 台確認しました。孔食が進行すると落下の懸念が

あるため×判定としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          S003                S004 

写真 4.4 孔食が確認されたトンネル照明 
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定期点検にて取付状態に異常を確認した灯具については、令和 6 年に撤去しています。

また、坑内の明るさ確保のために、LED 照明を部分的に設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.5 トンネル照明更新状況（左：撤去箇所、右：LED 交換箇所） 
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補修設計・補修工事の実施

定期点検の結果

次回点検の実施

対策計画の策定

・対策工法選定

・概算費用算出

対策が

必要な箇所

対策が

不要な箇所

管理水準の設定

道路トンネル長寿命化修繕計画策定

次回以降点検計画の策定

社会的リスクの軽減

道
路
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
修
繕
計
画

 

５ 長寿命化修繕計画方針 

 

１）長寿命化修繕計画の流れ 

本計画は『社会的リスクの軽減』を目的として、定期点検結果から『管理水準の決定』

『対策費用の算出』『対策実施時期の決定』を行います。本計画の計画期間は一般的なメ

ンテナンスサイクルである5年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5.1 長寿命化計画の流れ 

また、道路トンネル長寿命化修繕計画は、5年に1回実施する定期点検等の結果を踏まえ
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て、『PDCAのスパイラルアップ』による対策方針や工事対象範囲の見直しなど、継続的な

改善を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5.2 長寿命化計画のスパイラルアップ 

 

出典）鳥取県インフラ長寿命化計画（行動計画）-社会経済活動の維持と発展を支える 

社会基盤の戦略的な長寿命化対策- 平成 28 年 3 月 鳥取県 
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２）管理水準の決定 

 南部町では、利用者被害の懸念が高くなるⅢ判定の変状が確認された場合、適時補修を

実施し、利用者被害の発生を未然に防いできました。そこで、今後も「Ⅲ判定」を管理水

準とし、Ⅲ判定以上の変状箇所を補修対象とします。 

 

表5.1 対策判定区分表と管理水準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                     

 

 

？？管理水準とは？？ 

道路トンネルを管理する水準で、トンネル定期点検の結果を受けて対策

を行うか否かの指標とする水準のことです。 

補修 
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３）補修工法選定 

 新宮トンネルのⅢ判定箇所は既に補修済みであるため、令和５年度の定期点検で確認され

た、Ⅱa 判定の変状を対象に、補修工法を選定しました。 

当該変状は、いずれも小規模な材質劣化であるため、ネット工およびシート工などによ

る小片はく落対策が一般的です。 

 本計画では小片はく落対策として一般的な以下の 3 案を比較します。 

 

  第１案…炭素繊維シート工 

  第 2 案…FRP メッシュ工 

    第 3 案…短繊維塗布工 

 

表5.2 補修工法比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象変状は小規模であること、また変状位置が目地部やひび割れ沿いなど、凹凸を生じ

ている箇所であることから、本計画では第2案の「FRPメッシュ工」を採用案とし、FRPメッ

シュ工を実施した場合の工事費用を試算します。 
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４）対策費用の算出 

 新宮トンネルで確認されたⅡa判定の変状サイズは表5.3のとおりであり、 

FRPメッシュ工を施工する際の定着長を考慮すると、対策数量は約14.2m2となります。 

 

表5.3 Ⅲ判定変状サイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 施工単価を30,000円/m2とした場合、  

 概算工事費用は、約850,000円（経費込み）となります。 

 

 

縦(m) 横(m) 面積(m2)
S4-2 うき 0.1m×0.1m 1.1 1.1 1.21
S13-2 はく離・鉄筋露出 0.05m×0.05m 1.1 1.1 1.21
S14-3 はく離・鉄筋露出 0.05m×0.05m 1.1 1.1 1.21
S16-3 はく離・鉄筋露出 0.1m×0.1m 1.1 1.1 1.21
S19-1 うき 0.15m×0.05m 1.2 1.1 1.32
S19-2 うき 0.3m×0.05m 1.3 1.1 1.43
S22-2 うき 0.3m×0.05m 1.3 1.1 1.43
S22-5 うき 0.35m×0.05m 1.4 1.1 1.54
S24-1 うき 0.5m×0.05m 1.5 1.1 1.65
S26-1 うき 0.8m×0.05m 1.8 1.1 1.98

14.19

対策範囲
変状サイズ変状種類変状番号

合計面積(m2)
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６ 今後の維持管理計画 

 

１）維持管理の実施フロー 

 

新宮トンネルの維持管理は以下のようなフローで実施します。 

 

 上記フローより、当該トンネルではⅢ判定の変状が確認されていることから「補修設計、

補修工事」を計画的に実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も定期点検結果を踏まえて要対策変状が発生した場合は、順次補修工事を実施して

いく予定です。 

 

 

 

図6.1 今後の管理フロー 

ト ン ネ ル 点 検

・トンネル本体工

（付属物の取付）

『Ⅰ』

『Ⅱ』

『Ⅲ、Ⅳ』

補修設計、補修工事

次 回 点 検

・照明設備

以

内

間近

更新設計、更新工事

（×）

（○）

異
常
無
し

多数の異常あり

耐用年数点検結果

点検結果

点検対象
本体工 施設・設備
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２）修繕計画ゾーニングによる補修工事の中期計画 

新宮トンネルにおける維持管理の中期計画を以下に示します。 

 

 本トンネルは2023年度に定期点検を実施済みのため、次回点検は2028年度になります。 

 

 2023年度に今回確認された要対策変状は全て対策済みであるため、次回以降の点検結果

を基に補修工事は必要に応じて実施していく予定です。 

 

 また、南部町ではこれまでの定期点検結果と補修実績より、変状の対策区分判定に応じ

て、以下のように修繕計画を想定しています。 

 

① R5年度点検におけるⅡa判定変状…5年後、補修対象（Ⅲ判定）となる可能性が高い 

② R5年度点検におけるⅡb判定変状…10年後、補修対象（Ⅲ判定）となる可能性が高い 

 

 

表6.1 今後5年間の維持管理計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023 2024 2025 2026 2027 2028

新宮トンネル 定期点検
長寿命化
修繕計画
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3.0

2029 2030 2031 2032 2033 2034

新宮トンネル

長寿命化
修繕計画

更新
補修工事 定期点検

長寿命化
修繕計画

更新

概算費用
(百万円)

2.0 0.8 3.0 2.0

トンネル名
実施時期

トンネル名
実施時期
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３）新技術等活用方針の検討 

南部町では点検・補修の効率化、高品質化、そしてコスト縮減を目的に、新技術の活用

を積極的に検討します。 

 

 対象技術は国土交通省「新技術情報提供システム（NETIS）」及び「点検支援技術性能カ

タログ」に掲載されている技術を中心とします。 

 

 

 活用に当たっては新宮トンネルの現場状況や劣化状態を総合的に勘案し、従来手法との

比較を行い導入メリットがある技術を選定します。 

 

NETISや点検支援技術性能カタログは毎年情報が更新されているため、今後も新技術の動向

に注視して、活用を検討します。
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４）費用の縮減に関する具体的な方針検討 

南部町では「5年間」を目途に、新技術の活用によって直工ベースで「40千円程度」のコ

スト縮減を目指します。 

 

●具体的な活用方針 

補修工事において、NETIS登録製品であるハードメッシュ（KT-190006-VR）の活用を検討

している。本工法を取り入れることにより、従来工法と比較して10%程度（直工ベースで40

千円）の縮減効果を期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新技術情報提供システムより抜粋 
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５）集約化・撤去の基本方針 

新宮トンネルが位置する町道広域農道線の沿線には集落や工場等もあります。 

本路線は南部町法勝寺から市山方面まで山間部を東西に結ぶ路線であり、地域住民にと

って交通の安全や輸送時間短縮に重要な施設であります。 

 当該トンネルの集約化・撤去の検討では、こうした利用状況を考慮した結果、集約化・

撤去は難しいと判断したため、南部町では老朽化対策を効率的・効果的に進め、集約化・

撤去については今後の地域実情の変化を考慮して検討するものとします。 

 

新宮トンネル 

市山 

法勝寺 

町道広域農道線 

図6.2 トンネル位置と沿線状況 
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７ おわりに 

 

南部町では、今回策定した「道路トンネル長寿命化修繕計画」に基づき、より効果的で

効率的な維持管理を行い、安全性の確保に努めてまいります。 

 

今後も、5年に1回の定期点検によりトンネルの健全性を把握し、その結果に基づき長寿

命化計画の見直しを継続的に行ってまいります。 
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